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研究成果の概要（和文）：　本研究では、プロスポーツチームが地域住民の地域愛着度を高めるプロセスを明ら
かにすることを目的とした。調査対象はFC今治の本拠地である愛媛県今治市在住の住民とした。
　計3回の縦断的調査に基づき、FC今治に対するチーム・アイデンティフィケーションの上昇群と非上昇群に区
分し、地域愛着の変化を検証した結果、上昇群は非上昇群に比べて地域愛着度を有意に高めていることが明らか
になった。またその関係構造において、「地域の社会的評価」が媒介変数として機能していることも明らかとな
った。本研究を通じて、プロスポーツチームが地域住民の地域愛着度を高め、地方都市の定住人口の維持・拡大
に寄与する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the process by which a professional
 sports team enhances the place attachment. The survey target was residents of Imabari City, Ehime 
Prefecture, where FC Imabari is based. 
Based on a total of three longitudinal surveys, we divided the group into a rising group and a 
non-rising group of team identification for FC Imabari and verified the time-series changes in place
 attachment.It became clear that the place attachment degree was significantly enhanced by the 
rising group compared to the non-raising group. In addition, it also became clear that “social 
assessment of the area” functions as an intermediary variable in the relation structure. Through 
this research, it is suggested that the professional sports team may increase the place attachment 
degree of local residents and contribute to the maintenance and expansion of the settlement 
population.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　プロスポーツ振興を志向する自治体が多く見られる現在、本研究は住民のチームIDの上昇を起点とした地域愛
着の醸成、ならびに社会的便益の拡大や地域活性化、定住人口の拡大に至る道筋に関する学術的根拠の一端を示
した点に意義を有する。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 
 スポーツを通じた地域活性化の推進は、スポーツが有する存在価値のひとつとしてスポーツ
基本法にも謳われている。プロスポーツの振興を志向する自治体も多く見られ、地域への経済
的効果、社会的効果、心理的効果の発揮が見込まれている。なかでもＪリーグクラブなど地域
を本拠地とするプロスポーツチームに対しては、心理的効果の範疇として「地域への愛着や誇
りの醸成」への期待が高い。その背景には、住民の地域への愛着や誇りを高めることは、定住
人口の拡大や協力活動への参加意向の上昇など地域の社会的課題の解決にも寄与するとして、
自治体の政策・施策の主要な KPIのひとつに位置づけられている点が指摘できる。 
 ただし、プロスポーツチームと地域への愛着の関係について、学術的な検証は十分とはいえ
ない。両者の関係について学術的な検証と考察を試みることは、プロスポーツ振興を通じた地
域活性化を志向する自治体の政策・施策に新たな意義が付与されると考えられる。 
 
 
２． 研究の目的 

 
 先行研究の整理・検討を行い、①地域愛着には「地域の社会的環境に対する評価」（以下、社
会的評価）が強く影響すること、②チーム・アイデンティフィケーション（以下、チーム ID）
と地域愛着の相関関係は示されていること、③両者の因果関係、とりわけチーム ID を独立変
数、地域愛着を従属変数とする関係の実証が不十分であることが分かった。そこで本研究では、
以下のリサーチ・クエスション（RQ）および仮説を設定し、その検証を目的とした。 
 

・RQ：チーム IDと地域愛着はどのような関係構造にあるのか。 
・仮説 1：同一地域の住民間において、観戦意図が高いほど、観戦行動をしているほ
ど地域愛着が高い。 
・仮説 2：一定期間にチーム ID を上昇させた住民は、上昇しない住民と比較して、
地域愛着が上昇する。 
・仮説 3：チーム IDの上昇は、社会的評価の上昇を伴い、地域愛着の上昇を導く。 

 
 
３． 研究の方法 

 
 仮説 1に対しては、愛媛県今治市を調査対象地に選定し、FC今治の公式戦観戦者と今治市の
住民（非観戦者）を対象とする横断的調査により地域愛着の程度を比較した【研究 1】。 
 仮説 2 に対しては、今治市の住民を対象に縦断的調査（Ⅰ期〜Ⅲ期／9 ヶ月間）を行い、
「チーム ID 上昇群」「非上昇群」間で地域愛着の変化を比較した（二元配置分散分析）【研
究 1】。 
仮説 3に対しては、予備調査として今治市の住民の物理的評価、社会的評価、地域愛着の関
係を分析し（重回帰分析）、本調査として「地域社会との結びつき」の項目（人間関係の変化、
地域活動の参加経験・意向）を測定し、「チーム ID上昇群」「非上昇群」間で比較した（二元配
置分散分析）【研究 3】。 
 
 
４．研究成果 
【研究 1】 
観戦者は非観戦者よりも地域愛着が有意に高く（t検定）、非観戦者内においても観戦意図が
高いほど地域愛着が有意に高かいことが明らかになった（一元配置分散分析）。観戦者内で観戦
経験回数による地域愛着の有意差は認められなかった。以上の結果から、仮説 1は支持された。 
 住民間で FC今治に対する認知度や関心度が顕在化してからの期間が短い点を鑑みると、地域
愛着が元々高い住民がチーム ID の高さを示して観戦行動を示したことで、観戦者の地域愛着が
高い結果が導出されたと考えられた。チーム ID が時系列で上昇した際の地域愛着の変化の検証
が課題とされた。 
 
【研究 2】 
チーム IDと期間推移の交互作用効果で有意差が認められ、「チーム ID上昇群」の地域愛着が
上昇していた。チーム ID、期間推移それぞれの主効果は有意差が認められなかった。 
 これらの結果から、チーム ID の上昇は地域愛着の上昇を導くことが示唆され、仮説 2が支持
された。ただし、チーム IDの上昇が地域愛着の上昇を直接的に導いたとは断定できず、何らか
の媒介変数の存在とその影響の検証が課題とされた。  
 
【研究 3】 
 予備調査の結果、物理的評価と社会的評価は地域愛着の正の影響力を及ぼし、社会的評価の
影響力がより高いことが明らかとなった。次に本調査の結果、チーム IDと期間推移の交互作用



効果で有意差が認められ、「チーム ID上昇群」の「地域社会との結びつき」が有意に上昇して
いた。チーム ID、期間推移それぞれの主効果は有意差が認められなかった。また、社会的評価
は「チーム ID上昇群」が有意に高いことが明らかになった。 
 チーム ID の上昇は社会的評価の上昇を導き、その社会的評価の高さが地域愛着に正の影響を
及ぼしていることから、仮説 3が支持された。 
 
 研究 1・2・3から、チーム ID、社会的評価、地域愛着は上方へのスパイラルを伴う循環的な
構造にあることが示された。この 3つの変数が期間推移とともに上昇することで、外部への効
果の発揮が期待される。チーム IDの上昇は、観戦者やファンの拡大をもたらし、地域における
チームの存在意義の向上に結びつくと期待される。社会的評価の上昇は、地域の人間関係の豊
かさの向上や地域活動への参加意向の増加により地域コミュニティの活性化をはじめとする社
会的便益が拡大していることを示している。その際、チーム IDと社会的評価を通じて醸成され
る地域愛着は、「人々と地域とチームをつなぐ絆」として作用していると考えられる（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図 1）チーム、地域、地域愛着の関係 
 
 
 住民がチーム ID を上昇させることは、地域の社会的便益の拡大に資するものであり、間接的
にも地域に効果を及ぼすことは注目に値する。ただし、チーム IDの上昇は一過性ではなく、期
間の推移を伴う継続性が必要とされる。 
 プロスポーツ振興を志向する自治体が多く見られる現在、本研究は住民のチーム ID の上昇を
起点とした地域愛着の醸成、ならびに社会的便益の拡大や地域活性化、定住人口の維持・拡大
に至る道筋に関する学術的根拠の一端を示した点に意義を有する。 
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